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別紙 

現状と今後の対応 

（１）現状

 降水量（栗橋地点上流域平均）の状況

１月の降水量は３９mm（平均値に対する割合８９％）

２月の降水量は１７mm（平均値に対する割合３６％）

３月の降水量は１０８mm（平均値に対する割合１６３％）

４月１７日までの累加降水量は１８mm（４月の累加降水量の平均値は９０mm）

 積雪の状況（４月１８日９時現在）

藤原ダム地点 積雪深０cm（３月２８日に消雪）

尾瀬沼地点 積雪深１４０cm（平均値に対する割合７５％） 

 利根川上流８ダムの貯水状況（４月１８日０時現在）

貯水量は同時期の平均貯水量を上回っています。

貯水量４億２，０１５万 m3、貯水率９１％、平均値に対する割合１２３％

（２）今後の見通し

 気象庁発表の気象情報（１ヶ月予報；４月１４日から５月１３日までの天候見通し）

によると、向こう１ヶ月の降水量は「平年並」の確率が４０％となっています。

 利根川上流５ダム（矢木沢、奈良俣、藤原、相俣、薗原）は、気温上昇に伴い融

雪によるダムへの流入量が増加しており、今後、満水状態に向かう見込みです。

 今後は水需要の多い時期になることから、降雨状況によっては、利根川上流８ダ

ムの貯水量が不足することも考えられます。

 鬼怒川上流４ダムの貯水量は同時期の平均貯水量を下回っており、今後、下流の農

業用水等水需要に対して必要な水量を確保するためにダムからの補給を行ってい

きます。降雨状況によっては、貯水量が不足することも考えられます。

（３）今後の対応（案）

 利根川上流８ダム、鬼怒川上流４ダム等は、上流域の融雪状況や降雨、農業用水や

都市用水の水利用を十分考慮して、既存施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ

細かい運用を行っていきます。

 ダム群の貯水量の状況や積雪及び降水量の状況等の情報提供を引き続き、積極的に

行っていきます。

 利根川水系渇水対策連絡協議会としては、必要に応じ幅広い広報活動を通じて節水

の協力を要請していくとともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動

的に行っていきます。



 資 料 

利根川上流ダム群等の現状と今後の見通しについて 

矢木沢ダム上流部（平成３０年４月１０日撮影） 

平成３０年４月１９日 

関 東 地 方 整 備 局 

平成３０年度 第１回利根川水系渇水対策 

連絡協議会幹事会（春季定例会） 
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単位（mm） １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘　　要

昭和62年 22 33 62 14 89 91 204 186 252 73 39 26 1,091 利根川夏渇水

平成２年 31 66 71 119 58 74 118 193 326 143 183 31 1,413 〃

平成６年 27 50 52 23 139 107 104 153 346 87 26 29 1,143 〃

平成８年 26 35 68 47 98 117 155 78 217 80 55 23 999 利根川冬夏渇水

平成９年 33 33 59 74 179 173 170 167 206 14 94 20 1,222 利根川冬渇水

平成13年 79 35 75 23 136 176 116 366 321 173 46 23 1,569 利根川夏渇水

平成19年 34 21 38 67 126 159 262 116 380 137 27 53 1,420 (少雪年)

平成24年 43 57 115 98 206 192 190 87 221 85 55 47 1,395 利根川夏渇水

平成25年 43 38 20 134 46 168 152 153 244 224 24 48 1,294 〃

平成28年 69 36 57 104 56 156 134 328 312 55 68 56 1,431 〃

平成29年 61 37 56 73 95 97 240 274 113 368 18 22 1,453

平均値

(S23-H29)

平成30年 39 17 108 18 182

平均値に対

する割合(%)
89 36 163 20 13

44 47 66 90 117 176 1,385199 208 212 127 60 39

１．利根川上流８ダム等の現状 

（１）利根川                          

１）栗橋地点上流域平均降水量の状況（平成30年４月17日までの降水量） 

《平成29年》 

上半期は１月の降水量は平均を上回り、２月以降は平均を若干下回る程度でしたが、６月は97mm（月間平

均値（昭和23年～平成28年に対する割合は55％）と、昭和23年以降の70年間で８番目に少ない降水量と

なりました。 

下半期は７月、８月及び 10 月に前線性降雨や台風等の影響により平均降水量を上回ったが、11 月は平均

降水量の３割程度と極端な少雨でした。 

《平成30年》 

１月の降水量は平均程度であったが、２月は４割弱の少雨、３月は逆に1.5倍強の多雨でした。 

（図－１、表－１参照） 

なお、４月の降水量は、17日までの累加で18mmとなっています。（４月の降水量の平均値は90mm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 利根川栗橋地点上流域平均降水量 

表－１  利根川栗橋地点上流域平均降水量（平成30年４月17日まで） 
 

※■：利根川取水制限実施月（一時緩和含む） ※栗橋上流域面積:8,588km2 
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２）藤原ダム地点及び尾瀬沼地点の雪の状況（平成29年～30年 冬期） 

《積雪状況》 

藤原ダム地点は11月21日に初冠雪となり、翌年１月初旬にまとまった降雪があり、１月４日に今冬期の最

大積雪深150cm を記録しました。以降、平均的な降雪量があったものの累加降雪量は平均を若干下回る程度と

なりました。 

一方、尾瀬沼地点は、11月１日初冠雪となり、年末と１月下旬にまとまった降雪があり、以降、平均を下回

る降雪量で推移しました。 

《融雪状況》 

積雪深からみると、藤原ダム地点では２月中旬から急激に下がりだし、４月初旬には消雪し、尾瀬沼地点で

は平均的には４月から積雪深が下がり、融雪が始まっていますが、本年は３月から始まっており、融雪が早く

なりました。（表－２、図－２参照） 

 

表－２ 藤原ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深、累加降雪量 

観測所名 時    点 積雪深 
今期最大積雪深 

（発生日） 
累加降雪量 

藤 原 ダ ム 平成30 年4 月15 日9 時現在 0 ㎝ 150cm(1 月4 日) 633 ㎝ 

(標高667m) S34～H29 の 4 月第3 半旬末平均値 7 ㎝   741cm 

尾 瀬 沼 平成30 年4 月15 日9 時現在 146 ㎝ 252cm(1 月28 日) 1,341 ㎝ 

(標高1666m) S30～H29 の 4 月第3 半旬末平均値 205 ㎝   1,391 ㎝ 
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図－２ 藤原ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深、累加降雪量図 

（平成30年４月15日９時現在） 

※過去及び平均のデータは半旬末の値 
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３）各観測所の積雪深の状況 

奥利根流域における積雪観測所の平成30年４月15日９時現在の積雪状況は、標高の高い観測所では積雪は

残っていますが、同時期の平均積雪深を大きく下回っており、残雪が少ない状況となっています。 

（図－３、図－４ 参照）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３  積雪観測所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 各観測所の積雪深状況（１）（平成30年４月15日現在） 
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図－４ 各観測所の積雪深状況（２）（平成30年４月15日現在） 
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４）利根川上流８ダムの貯水状況等（平成30年４月18日０時現在） 

《平成29年》 

５月10日に奥利根５ダム（矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム）が満水となりまし

たが、下久保ダム、草木ダム及び渡良瀬貯水池は貯水率が70～80％程度と満水には至りませんでした。その

後、６月の降水量は少ない状態が続き、下流の水需要及び流況の維持のため、ダムからの補給を継続し、そ

の結果、７月１日の貯水量は２億５，６８８万m3（対平年値の約８割）まで低下しました。その後、前線性

降雨や台風等の影響により貯水量が大きく回復しました。 

出水期以降も10月には台風等によるまとまった降雨があり、利根川上流ダム群は、10月31日に４億m3

を超えるまで回復し、以降、利根川本川及び各支川の水需要と流況維持に合わせ補給を継続してきました。 

《平成30年》 

このダム補給は２月まで続き、３月からは例年より早い雪解けが始まり、奥利根山間部の積雪状況、下流

の取水状況及び流況等も鑑み、奥利根５ダムでは融雪によるダム流入を貯留し始めました。 

４月 18 日０時現在の利根川上流８ダムの合計貯水量は、４億２，０１５万m3、貯水率は 91％（貯水量の

平均値（平成４年～平成29年）に対する割合は123％）となっています。（表－３、図－５参照） 

なお、奥利根５ダムの合計貯水量は２億４，８９１万m3、貯水率は94％で、藤原ダム、矢木沢ダム、及び

奈良俣ダムはほぼ満水となっています。 

表－３ 利根川上流８ダム貯水量（平成30年４月18日０時現在） 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量 

（万ｍ3） 
貯 水 率 
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

矢木沢ダム １１，５５０ １１，４１９ ９９ －１８７ 

奈良俣ダム ８，５００ ８，４２３ ９９ －６ 

藤原ダム ３，１０１ ２，７７１ ８９ ９３ 

相俣ダム ２，０００ １，３４７ ６７ －４８ 

薗原ダム １，３２２ ９３１ ７０ ２７ 

５ダム合計 ２６，４７３ ２４，８９１ ９４ －１２１ 

下久保ダム １２，０００ １１，８１４ ９８ １ 

草木ダム ５，０５０ ４．９１０ ９７ －１０ 

渡良瀬貯水池 ２，６４０ ４００ １５ －８ 

８ダム合計 ４６，１６３ ４２，０１５ ９１ －１３８ 

８ダム合計の平均値 
（平成４年～平成２９年） 

３４，０７１ 
（平均値に対する割合 

１２３％） 

※有効容量は、常時満水容量 

※貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合 

※前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（値が負の場合は、放流量より流入量が多く、ダムに水を貯

留している状況です。値が正の場合は、流入量より放流量が多く、ダムに貯留した水を流している状況です。） 
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図－５ 利根川上流８ダム貯水容量図（平成30年４月18日０時現在） 

 

５）北千葉導水路の運用状況 

年明けから２月まで少雨傾向が続き、江戸川の流況が悪化したため、北千葉導水路により利根川から江戸

川への導水を１月上旬より運転を開始し、４月までに最大14m3/s、総量約２，９５９万m3（43日間）の導水

を行いました。（図－６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 平成30年 北千葉導水路の運用状況 
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６）渡良瀬貯水池の現状 

渡良瀬貯水池は水質改善のため、平成９年から利根川の流況を見ながら「干し上げ」を行っています。平

成30年も１月５日より下流に向け補給しつつ水位を下げ、干し上げを実施しました。その後、４月１日より

貯留を開始し、平成30年４月18日０時現在の貯水量は、４００万m3、貯水率は15％（貯水量の平均値（平

成４年～平成29年）に対する割合は24％）となっています。（図－７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 渡良瀬貯水池貯水量図（平成30年４月18日０時現在） 
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７）下久保ダムの降水量及び貯水量の状況 

《降水状況》 

平成29年４月以降の神流川下久保ダム地点の流域平均降水量は、洪水期を除けば平均値を下回っています

が、10月の降水量は424mm（月間平均値（昭和44年～平成28年）に対する割合は342％）と昭和44年下久

保ダム管理開始以降の49年間で、最も多い降水量となりました。（図－８参照） 

図－８ 神流川下久保ダム地点流域平均降水量（平成30年３月31日まで） 

《貯水状況》 

貯水量は、５月～８月に減少していたものの、平成29年10月の台風20号、台風21号により劇的に貯水

量が回復し、現在はほぼ満水の状況となっています。（図－９参照） 

下久保ダムの満水は平成22年以来、８年ぶりとなります。 

４月18日０時の貯水量は、１億１，８１４万m3、貯水率98％となっています。 

図－９ 下久保ダム貯水量図（平成30年４月18日０時現在） 
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単位(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘  要

昭和62年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301

平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853

平成４年 42 15 129 199 182 234 166 152 61 217 42 54 1,493

平成５年 91 84 20 17 89 226 321 307 280 112 209 52 1,808

平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583

平成７年 62 14 170 99 216 337 167 113 177 57 65 68 1,545

平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140

平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525

平成13年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980

平成24年 40 47 101 111 314 276 227 109 354 113 71 75 1,838

平成25年 45 35 14 147 46 171 177 172 411 301 29 66 1,614

平成28年 66 35 31 109 63 138 94 401 306 49 53 47 1,392

平成29年 91 45 38 74 93 95 242 337 200 392 18 62 1,686

平均値

(S47-H29)

平成30年 73 19 174 21 286

平均値に対

する割合(%)
143 35 245 20 17

1,654226 275 288 151 84 4751 54 71 103 122 182

（２）鬼怒川 

１）佐貫地点上流域平均降水量の状況（平成30年４月17日までの降水量） 

《平成29年》 

２月から６月まで５ヶ月間連続で平均値を下回りました。 

特に６月の降水量は、平均値183mmに対し52％となる95mmで、昭和47年以降の45年間で２番目に少ない

値となりました。 

《平成30年》 

平成30年に入り、２月は平均値を大きく下回りましたが、３月に平均値を大きく上回る降雨がありました。 

４月の降水量は17日までの累加で21mmとなっています。（４月の降水量の平均値は103mm） 

（図－10、表－４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－10 鬼怒川佐貫地点上流域平均降水量 

表－４ 鬼怒川佐貫地点上流域平均降水量（平成30年４月17日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※秋ヶ瀬上流域面積：2,021km2 
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２）鬼怒川上流４ダムの貯水状況等（平成30年４月18日０時現在） 

《平成29年》 

４月中旬より都市用水や農業用水の需要を確保するため、ダムに貯留した水を補給し続け、春先からの降

水量が少なかったこともあり、５月上旬には平均値を下回る貯水量となり７月末には１億ｍ3付近まで低下し

ました。 

この様な状況の中で鬼怒川においては、７月６日から８月10 日の 36 日間（一時緩和期間を含む）にわた

り10％の取水制限を実施しました。 

《平成30年》 

平成30年４月18日０時の貯水量は２億４９０万m3、貯水率81％（貯水量の平均値（平成25年～平成29

年）に対する割合は89％）となっています。（表－５、図－11参照） 

なお、五十里ダムは、平成29年10月から平成30年４月中旬まで、堰堤改良事業の工事により貯水位を下

げていました。 
表－５ 鬼怒川上流４ダム貯水量 

                           平成３０年４月１８日０時現現在 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 

貯  水  量 

（万ｍ3） 

貯 水 率 

（％） 

前日補給量 

（万ｍ3/日） 

五十里ダム ３，２００ ４２ １ １３ 

川俣ダム ７，３１０ ７,２２０ ９９ ２５ 

川治ダム ７，６００ ６,５７０ ８６ －６ 

湯西川ダム ７，２００ ６,６５８ ９２ ２１ 

４ダム合計 ２５，３１０ ２０，４９０ ８１ ５３ 
 

４ダム合計の平均値 

（平成25年～平成29年） 
 

２３，１４６ 
（平均値に対する割合 

８９％） 

※有効容量は、常時満水容量 

※貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合 

※前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（値が負の場合は、放流量より流入量が多く、ダムに水を貯 

留している状況です。値が正の場合は、流入量より放流量が多く、ダムに貯留した水を流している状況です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－11 鬼怒川上流４ダム貯水容量図（平成30年４月18日０時現在） 
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（３）荒川水系 

１）秋ヶ瀬地点上流域平均降水量の状況（平成30年４月17日までの降水量） 

《平成29年》 

４～６月、及び９月が平均値を下回りました。特に６月の降水量は70mmと平均値（昭和40～平成28年

の月平均）の半分以下の少雨となりました。一方で10月の降水量は、台風20号、及び台風21号により488mm

（月間平均値に対する割合は337％）であり、昭和40年以降の53年間で２番目に多い降水量となりました。 

しかし、11月、12月は平均を大きく下回る少雨となりました。 

《平成30年》 

平成30 年に入ってからも、１月、２月は平均値を下回り、３月になって160mm（月間平均値に対する割

合は235％）と、昭和40年以降の53年間で最も多い降水量となりました。 

なお、４月の降水量は、17日までの累加で13mmとなっています。（４月の月間平均値は95mm） 

（図－12、表－７参照） 

図－12 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量 

表－７ 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量（平成30年４月17日まで） 

単位(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘      要 

昭和62年 16 29  66   8  66  88  146  103  280  91  46  36  975 利根川・荒川夏渇水 

平成２年 22 67  83  138  48  55  77  228  473  134  301  31 1,657 利根川・荒川夏渇水 

平成４年 26 15  118  136  117  250  87  177  63  285  52  29 1,355 荒川夏渇水 

平成５年 82 34  37  44  76  186  275  276  204  112  113  25 1,464 荒川夏渇水 

平成６年 42 44  64  25  111  103  152  142  344  119  21  24 1,191 利根川・荒川夏渇水 

平成７年 24 25  111  44  129  239  177  109  180  73  24   0 1,135 荒川夏渇水 

平成８年 1 22  55  62  80  47  204  32  314  74  57  17  965 利根川・荒川冬夏渇水 

平成９年 21 13  57  70  187  168  148  72  204   7  87  21 1,055 利根川・荒川冬渇水 

平成13年 98 17  98  30  179  120  69  279  444  247  67   9 1,657 利根川夏渇水 

平成24年 36 54  93  86  257  217  102  65  245  93  54  33 1,335 利根川夏渇水 

平成25年 35 18  37  152 36 172 94 77 238 327 17 46 1,249 利根川夏渇水 

平成28年 75 53 74 72 44 119 90 462 247 31 87 60 1,414 

平成29年 24 10 73 67 67 70 218 263 138 488 13 7 1,438 荒川夏渇水 

平均値 
(S40-H29) 

35 41 68 95 114 163 183 215 233 151 60 32 1,390 

平成30年 27 17 160 13 217 

平均値に対す
る割合(%) 77 41 235 14 16 

※  荒川取水制限実施月（一時緩和含む） ※秋ヶ瀬上流域面積 2,021km2 
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２）荒川４ダムの貯水状況等（平成30年４月18日０時現在） 

《平成29年》 

１月は平年並みの貯水量でしたが、２月の少雨とダムからの補給により、３月末頃には貯水率が50%を下

回るまで減少しました。その後、４～６月までの少雨の影響により、７月26日には、４ダム体制になって

過去最低の貯水量（４，２８８万m3）を記録しました。 

荒川においては、７月５日から８月25日の52日間（一時緩和期間を含む）にわたり10～20％の取水制

限を実施しました。取水制限は平成９年以来、20年振りとなり、20％取水制限は平成６年以来、23年振り

となりました。（20％の取水制限は７月21日から８月６日まで） 

《平成30年》 

前年末から降水量が少ない状況が続き、下流での取水、流況の維持のため、ダムからの補給を継続したこ

ともあり、２月末頃に平均を下回るまで貯水量が低下しましたが、その後のまとまった降雨により回復し、

平成30年４月18日０時の貯水量は１０，９８７万m3、貯水率76％（貯水量の平均値（平成22年～平成

29年）に対する割合は115％）となっています。（表－８、図－13参照） 

表－８ 荒川４ダム貯水量（平成30年４月18日０時現在） 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量 

（万ｍ3） 
貯 水 率 
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

二瀬ダム ２，０００ １，５１６ ７６ －１０ 
滝沢ダム ５，８００ ４，７６６ ８２ －７ 
浦山ダム ５，６００ ３，８４５ ６９ －１ 
荒川貯水池 １，０２０ ８６０ ８４ ０ 

４ダム合計 １４，４２０ １０，９８７ ７６ －１８ 

４ダム合計の平均値 
（平成22年～平成29年） 

９，５３９ 
（平均値に対する割合 

１１５％） 

※有効容量は、常時満水容量 

※貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合 

※前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差（値が負の場合は、放流量より流入量が多く、ダムに水を貯留している状

況です。値が正の場合は、流入量より放流量が多く、ダムに貯留した水を流している状況です。） 

 図－13 荒川４ダム貯水量図（平成30年４月18日０時現在） 
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３）荒川第一調節池浄化施設の運用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－14 荒川貯水池及び浄化施設による利水補給 

 

平成30年１月５日から３月２日までに約650万m3（41日間）の補給をしています。（図－15参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－15 荒川第一調節池浄化施設の運用状況 
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（４）多摩川水系 

１）小河内ダム地点上流域平均降水量の状況（平成30年４月17日までの降水量） 

小河内ダム地点上流域平均降水量の平成30年４月の降水量は、17日までの累加で39mm（４月の降水量の

平均値は111mm）となっています。（図－16参照） 

図－16 多摩川小河内ダム地点上流域平均降水量（平成30年４月17日まで） 

（２）小河内ダムの貯水状況 

４月18日７時現在の貯水量は、１億６，０３８万m3となっています。（図－17参照） 

図－17 多摩川小河内ダム貯水容量図（平成30年４月18日７時現在） 
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２．今後の見通し 

（１）気象予報 

平成30年４月12日気象庁発表の関東甲信地方の１か月予報(４月14日から５月13日までの天候見通し)による

と、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多く、向こう１ヶ月の降水量は「平年並」の確率が40％

となっています。また、３月 23 日気象庁発表の３か月予報(４月から６月までの天候見通し)によると、４月の天

気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多く、降水量は「少ない」確率が40％となっています。５月の

天気は数日の周期で変わり、降水量は「平年並」の確率が40％となっており、６月は平年に比べ曇りや雨の日が多

く、降水量は「平年並」または「多い」確率がともに40％となっています。 

なお、２月２３日気象庁発表の暖候期予報（６月から８月までの天候の見通し）によると、６月から７月は平年

と同様に曇りや雨の日が多く、その後は平年に比べ晴れの日が多く、降水量は「少ない」確率が４０％となってい

ます。 

１か月予報（平成30年４月12日発表） 

３か月予報（平成30年３月23日発表） 

暖候期予報（平成30年２月23日発表) 

〈夏(６月～８月)の気温、降水量の各階級の確率(％)〉 

（２）ダム・貯水池の工事に伴う貯留制限 

平成30年度に、貯水池内の土砂掘削、ゲート点検等が予定されています。 

利根川上流８ダム群のうち、相俣ダム、及び薗原ダムは、貯水池内の土砂掘削工事等を実施するため、貯水量

を制限した運用を行いますが、来年の融雪期までには工事を完了させる予定です。渡良瀬貯水池については、利

根川の流況を見ながら貯水池の水質改善の為に「干し上げ」を行うとともに、施設の維持管理に必要な工事を実

施するため、４月から５月迄は、貯水池水位によっては、補給に制限がかかります。 

利根川下流部施設のうち、北千葉導水路は、施設の維持管理に必要な工事を実施するため、送水量は制限され

ますが、１月中旬頃までには工事を完了させる予定です。 

荒川４ダムのうち、二瀬ダムは貯水池内の土砂掘削工事等を実施するため、貯水量を制限した運用を行います

が、来年１月から貯留を開始する予定です。 
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Ｈ３０相俣ダム維持工事
土砂掘削

①クレストゲート詳細点検

②砂利組合による土砂掘削

①扉体･戸当り劣化調査
扉体･戸当り部測量

②土砂掘削

①制限貯水位　EL557.0m
制限期間　平成31年1月1日から平成31年3月29日

②制限貯水位　EL546.0m
制限期間　平成30年10月1日から平成30年12月28日

薗
原
ダ
ム

４月

工事概要等

工事期間

平成３０年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月

平成３１年

５月 ６月 ９月７月 ８月 １０月

工
事
主
体

ダ
ム
名

工事名

相
俣
ダ
ム 制限貯水位　EL556.0m

　制限期間　平成30年10月1日から平成31年3月31日

利
根
川
ダ
ム
統
管

EL564.0m

13,220千m3

12月下旬

EL565.0m

EL553.00m

4,800千m3

10/1

② EL546.0m

② 1,044千m3

工期 10月上旬

工 期 制限水位 工事制限水位

EL565.0m

EL553.5m

20,000千m3

10,600千m3

工期 30年4月1日 31年3月31日

10/1
12,376千m3

EL556.0m

EL565.0m

20,000千m3

3/31

10/1

13,220千m3

12/28

① EL557.0m

① 7,478千m3 3/29

① 工期 30年6月 31年3月29日

≪利根川 相俣ダム、薗原ダム≫ 

工事制限水位等について（予定） 
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H29-30貯水池ＢＤ水門ゲート
設備修繕工事【国債】

ＢＤ水門開閉装置更新　２基
ＢＤ水門ワイヤーロープ更新　６本
Ｄ水門機側操作盤更新　１面

H30-31貯水池ＡＣ水門ゲート
設備修繕工事【国債】

ＡＣ水門開閉装置更新 　　　２基
ＡＣ水門機側操作盤更新 　 ２面

Ｈ２９渡良瀬貯水池北水門他耐
震対策工事【繰越】

耐震対策
　北水門・ヨシ原浄化送水機場

Ｈ２９貯水池機場耐震対策工事
【繰越】

耐震対策
　貯水池機場

工
事
主
体

ダ
ム
名

工事名 工事概要等

工事期間

平成３０年 平成３１年

４月 ６月 ７月 ８月 ９月 ６月

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月１０月

通常水位

　 制限期間　　平成３０年２月８日～平成３０年５月３１日※

　 制限内容　　ポンプ又はゲート稼働不可により、
　取水若しくは放流に制限※あり　 ※右記のとおり

５月５月

　制限期間　平成３０年２月８日～平成３０年３月３１日

　制限内容　（平成３０年度は湖面側の作業なし）

　制限期間　平成３０年１１月１日～平成３１年３月３１日

　制限内容　ポンプ又はゲート稼働不可になるが
　当初予定水位の変動内で作業する予定

渡
良
瀬
遊
水
地

　 制限期間　　平成３１年２月８日～平成３１年５月３１日※

　 制限内容　　ポンプ又はゲート稼働不可になるが
　当初予定水位の変動内で作業する予定

ＹＰ＋１５．０ｍ（２６４０万ｍ3）

ＹＰ＋１１．５ｍ（１２２０万ｍ3）

ＹＰ＋１５．０ｍ（２６４０万ｍ3）ＹＰ＋１５．０ｍ（２６４０万ｍ3）
干し上げ期間

H31.2.9～H31.4.1

工期：H29.12.19～Ｈ30.12.17

工期 Ｈ29.8.19～Ｈ30.6.15

工 期 制限水位 ポンプ等不稼働期間

ゲート放流※のみ可（ポンプ放流不可）

※水位条件による

取水（ポンプ稼働）不可期間

H30.3.25～5.31

H31.2.9～20

ＹＰ＋８．５ｍ（０万ｍ3）

ＹＰ＋８．３ｍ（０万ｍ3）

H31.2.22～4.1

（今回変更水位）

（当初予定水位）

水門（稼働不能）※

H30.11.1～H31.3.31

※施工箇所は水門工事と現在調整中

予定工期：H30.8.上旬～Ｈ31.3.31

Ａ水門（稼働不能）

H31.1.14～3.31

予定工期 Ｈ30.7.上旬～Ｈ31.6.15

Ｃ水門（稼働不能）

H31.4.4～5.28

干し上げ後の水位回復（取水）状

況により水位変動あり

※水位制御期間は参考値（前年度実績）

ゲート放流※のみ可（ポンプ放流不可）

※水位条件による

ゲート放流※のみ可（ポンプ放流不可）

※水位条件による

≪利根川 渡良瀬貯水池≫ 

工事制限水位等について（予定） 
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工期　9月 2月中旬

最大送水量30m3/s

0

５月

平成３１年

工事期間

１２月 １月 ２月 ３月４月 ９月 １０月

10月1日～1月20日

工
事
主
体

ダ
ム
名

工事名 工事概要等
平成３０年

６月 ７月 ８月 １１月

制限送水量15m3/s

利
根
川
下
流
河
川
事
務
所

北
千
葉
導
水
路

(m3/s)

30

20

10

・制限送水量　15m3/s（1条送水期間）
制限期間　　平成30年10月1日～平成31年1月20日

Ｈ３０北千葉導水路第一導水
路区間補修工事（仮称）

管路補修（塗膜補修）
管内清掃
付着物除去

工 期 最大送水量 制限送水量

≪利根川 北千葉導水路≫ 

工事による北千葉導水路送水量制限について（予定） 
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二瀬ダム土砂搬出工事
二瀬ダムに堆積した土砂の搬出を行い、ダム直下
流への運搬置土、ダム下流の搬入先への運搬盛土
を行う。

１１月

平成30年

二
瀬
ダ
ム
管
理
所

二
瀬
ダ
ム 制限貯水位　EL505.0m（二瀬ダム土砂搬出工事）

制限期間　　平成30年9月9日から平成30年12月31日

工事概要等工事名

工
事
主
体

ダ
ム
名

８月５月 ６月 ３月９月

工  事  期  間

７月４月 １２月１０月

平成31年

２月１月

20,000千m3

EL542.0m EL542.0m20,000千m3

12/31

EL505.0m

3,022千m3
9/9

工 期 制限水位 工事制限水位

工 期
平成31年3月31日まで

≪荒川 二瀬ダム≫ 

工事制限水位等について（予定） 



関東地方の主要な河川と水資源開発施設

管理者 荒川水系

直轄 二瀬、荒川調節池

水機構 浦山、滝沢

矢木沢ダム

藤原ダム

相俣ダム
薗原ダム

草木ダム

川俣ダム
川治ダム

五十里ダム

下久保ダム

二瀬ダム

奈良俣ダム

宮ヶ瀬ダム

浦山ダム

渡良瀬貯水池

荒川貯水池

北千葉導水路

滝沢ダム

湯西川ダム

利根川河口堰

霞ヶ浦開発

小河内ダム

城山ダム相模ダム

武蔵水路

三保ダム

利根川連絡水路


	【最終版】【利根川】H30春季開催結果記者発表
	180419利根川渇対協_開催結果記者発表資料（別紙、資料）
	180419_【別紙】今後の見通し及び対応　利根川


